
科目名 単位数 年次・コース 選択群 教科書・出版社名 副教材・出版社名

書道Ⅰ 2
１年

全　科
（選択）
必履修

新編　書道Ⅰ
(教育出版)

学習目標

主な学習内容

評価の観点・
評価規準

評価の方法

学期

３学期

備考
・講座の特色
・履修条件
・注意事項
          等

仮名の書の学習　①仮名の成立②仮名の美③仮名の基本的な筆使い④仮名の単体～いろは歌
                         ⑤変体仮名⑥連綿⑦古典の臨書⑧鑑賞⑨作品制作

＊基本的に、毎時間作品を提出します。書道は、集中をし、何度も何度も同じことへの繰り返しの
中から、上達するものです。自ら進み、積極的な気持ちを持って履修するようにしてください。
＊教材費は年間で約３，０００円必要です。
＊学習する各テーマは、実施する学期が変わることがあります。

書道の活動を通して， 生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，書写能力
の向上を図り，表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばし，書の伝統と文化についての理解を深める。

○用具･用材の種類と扱い方を学びます。
○書体の変遷を学びます。
○楷書･行書・仮名の古典の臨書をします。
○漢字の書・仮名の書及び漢字仮名交じりの書の表現様式を学びます。
○漢字の書・仮名の書及び漢字仮名交じりの書の作品制作～創作をします。

・机間巡視による観察　…　①
・プリントや課題の提出　…　①、②、③、④

内容

①【書への関心・意欲・態度】…書の創造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に関心をもっ
て、主体的に表現や鑑賞の創造的活動に取り組もうとしているかどうか。
②【書表現の構想と工夫】…書のよさや美しさを感じ取り、感性を働かせながら、自らの意図に基
づいて構想し、表現を工夫しているかどうか。
③【創造的な書表現の技能】…創造的な書表現をするために、基礎的な能力を生かし、効果的な
表現の技能を身に付け表しているかどうか。
④【鑑賞の能力】…日常生活の書の効果や書の伝統と文化について幅広く理解し、その価値を考
え、書のよさや美しさを創造的に味わっているかどうか。

１学期

書道への招待　①書写から書道へ②書の分野③臨書と鑑賞④書体の変遷⑤執筆法・姿勢
                      ⑥用具、用材⑦毛筆の特性⑧用筆の基本
楷書の学習　①楷書の美②古典の臨書③古典の鑑賞④作品制作

漢字仮名交じりの書の学習１　①漢字仮名交じりの書の美②表現の工夫③鑑賞④作品制作

２学期

行書の学習１　①行書の美②古典の臨書③古典の鑑賞④作品制作

行書の学習２　作品制作～①筆脈②運筆の遅速・緩急・抑揚の変化③字形や大小の変化
漢字仮名交じりの書の学習２　①表現の工夫②鑑賞③作品制作


